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価格上昇戸建て、分譲供給限界

台
湾
積
体
電
路
製
造

(
T
S
M
C
)
進
出
を
契
機
に
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
が

続
く
熊
本
県
菊
陽
町
。
用
地
取
得
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
、
一
巴
建
て
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給

に
も
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
。
街
の
発
展
を
期
待
し
て
住
宅
購
入
を
決
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
暦
が

多
い
一
方
、
価
格
は
急
激
な
上
昇
を
続
け
、
購
入
眉
に
限
界
が
見
え
て
い
る
と
話
す
地
元
不
動

産
事
業
者
は
多
い
。

り
、
2
0
年
の
2
8
1
7万
円
ョ
ン
に
も
波
及
し
て
い
る
。

に
比
べ

2
5
.
6
％
上
昇
し
福
岡
県
大
牟
田
市
に
本
社
を

た
。
熊
ノ
市
中
央
区
の
平
均
譴
く
ト
ラ
ス
ト
ラ
イ
フ
は
、

鷹
3
6
2
2万
円
に
迫
る

22年
に
應
栗
施
設
が
並
ぶ
国

勢
い
と
な
っ
て
い
る
。
道
町
号
付
近
に
ヲ
ラ
ネ
ス

町
内
で
杢
動
産
業
を
展
開
卜
病
陽
Il」
（
菊
陽
町
津
久
礼

す
る
大
田
宅
建
事
務
所
の
担

2
6
9
2の
4
)
を
新
築
。

町
内
の
戸
建
て
住
宅
は
、
当
者
は
「
3
0
0
0万
円
台

2
|
4
L
D
Kの
間
取
り
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ
前
半
で
買
え
た
戸
建
て
は
4
4
8戸
を
供
給
し
た
。

る
光
の
森
エ
リ
ア
か
ら
J
R
o
o
0万
円
を
超
え
始
め
、
戸
建
て
の
販
売
価
格
が
上

三
里
木
駅
が
あ
る
津
久
礼
エ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
買
え
な
昇
す
る
中
、

1
戸
当
た
り
の

リ
ア
ヘ
と
集
積
す
る
。
熊
本
い
価
格
に
な
っ
て
き
た
」
と
平
均
価
格
を
3
0
0
0万
円

用
地
不
足
や
資
材
高
騰
が
影
響

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
指
摘
す
る
。

発
展
し
、
2
0
代
後
半
の
フ
ァ
菊
陽
町
に
隣
接
す
る
街
で

ミ
リ
ー
層
を
中
心
に
定
住
人
も
影
響
は
出
て
い
る
。
合
志

口
を
増
や
し
て
き
た
。
市
は
3
年
前
と
比
べ
2
8
.
3

住
宅
需
要
を
背
景
に
戸
建
％
増
の
3
5
3
0万
円
、
大

て
の
堅
売
価
格
は
毎
年
上
昇
津
町
は
1
6
.
8％
増
の
3
3

を
続
け
て
い
た
が
、

2
0
2
6
2万
円
と
大
き
な
上
昇
率

1
年
の
T
S
M
C進
出
で
拍
を
示
す
。
用
地
不
足
に
よ
る

車
が
掛
か
っ
た
。
東
京
カ
ン
土
地
価
格
の
上
昇
に
加
え
、

テ
イ
の
調
査
に
よ
る
と
、
菊
建
築
資
材
の
高
騰
が
追
い
打

陽
町
内
の
新
築
戸
建
て
の
平
ち
を
掛
け
て
い
る
。

均
価
格
は
、

23年
6
月
末
時
戸
建
て
の
勢
い
は
、
供
給

点
で

3
5
4
0
万
円
と
な
が
少
な
か
っ
た
分
譲
マ
ン
シ

前
半
で
提
供
し
た
こ
と
で
、

地
元
に
住
む
2
0
|
3
0
代
を
中

心
に
注
目
さ
れ
た
。
全
て
実

需
に
よ
る
購
入
だ
っ
た
と
い

い
、
同
社
の
担
当
者
は
「
T

S
M
Cの
効
果
で
街
が
発
展

す
る
期
待
感
か
ら
選
ん
で
く

れ
た
顧
客
は
多
か
っ
た
」
と

皐。同
社
は
今
後
も
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
に
意
欲
的
だ

が
、
用
地
不
足
と
資
材
高
騰

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と

不
安
を
募
ら
せ
る
。
「
土
地

の
値
段
が
上
が
る
と
見
込
ん

で
地
主
が
手
放
さ
な
い
。
取

得
し
た
と
し
て
も
建
築
費
が

上
昇
し
て
い
る
た
め
、

1
戸

3
0
0
0万
円
台
で
の
提
供

は
難
し
い
」
と
慎
重
な
姿
勢

を
見
せ
る
。

熊
本
県
内
の
不
動
霊
密
芦

は
、
半
導
体
工
場
に
勤
め
る

台
湾
か
ら
の
技
術
者
が
来
日

し
て
住
ま
い
を
求
め
る
動
き

が
出
る
と
見
る
。
菊
陽
町
内

で
は
家
賃
月
2
0
万
円
台
の
高

級
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
1
棟
の

建
設
が
進
ん
で
い
て
、
ほ
ぼ

借
り
手
は
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
さ
ら
に
広
い
家
を
求

め
て
戸
建
て
ニ
ー
ズ
も
出
る

と
の
見
方
も
あ
り
、
用
地
不

足
は
加
速
し
そ
う
だ
。

菊
陽
町
の
地
価
動
向
を
調

査
す
る
石
山
博
不
動
産
鑑
定

士
は
「
菊
陽
町
か
ら
周
辺
市

町
へ
の
ア
ク
セ
ル
が
一
層
踏

ま
れ
、
割
高
な
取
り
引
き
が

続
く
だ
ろ
う
」
と
分
析
す

る。

京
）
に
よ
る
千
歳
市
内
で
の

次
世
代
半
導
体
工
場
新
築

や
、
札
襖
中
心
部
の
再
開
発

な
ど
の
大
型
事
業
を
受
け
て

施
工
業
者
側
の
人
手
不
足

が
深
刻
化
。
資
材
価
洛
の
高

騰
も
相
ま
っ
て
工
事
費
の
折

り
合
い
が
付
か
ず
、
全
体
計

画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

こ。t
 

千
葉
理
事
長
は
「
今
後
の

4
、
Fヽ
E
ア
ー
ー
、A
ヽ
ノ
ー
—

u
u
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,
)

J

R
北

J
R
北
海
道
は
7
日
、
大

雨
の
影
響
で
石
北
線
・
上
川

駅
~
滝
駅
間
の
土
砂
が
崩

れ、

8
日
か
ら
こ
の
区
間
を

運
行
す
る
全
て
の
列
車
を
運

上

川

ー

白

滝

間

土
砂
崩
れ
で
運
休

応
用
物
理
学
会
ラ
ピ
i

応
用
物
理
学
会
（
本
部
・
i
f
n

東
京
）
が
9
月
19
日
、
熊
本
端

県
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
云
:
,
K

起
す
る
日
本
の
先
端
ロ
ジ
ッ
禾

ク
半
導
体
」
を
開
催
す
る
。
左

千
歳
市
に
次
世
代
半
導
体
工
呑

場
を
建
設
す
る
ラ
ピ
ダ
ス
の
．

小
池
淳
義
社
長
が
登
壇
し
、
詣

同
社
の
戦
略
や
展
望
な
ど
を
）

解

説

す

る

。

零

小
池
社
長
は
基
調
講
演
の
鮨

ほ
か
、
熊
本
県
の
木
村
敬
副

m

こ―

休
す
る
と
発
表
し
た
，

0

同
社
に
よ
る
と
7
日
午
前

n

11時
ご
ろ
、
点
検
中
の
作
業
？

員
が
線
路
の
土
台
と
し
て
盛

r

っ
て
あ
る
土
砂
が
大
量
に
流

7

出
し
て
い
る
の
を
発
見
し

7

た
。
こ
の
区
間
は
雨
醤
の
基

1

準
を
超
え
た
た
め
前
日
か
ら

R

運
休
し
て
い
て
、
乗
客
ら
に
q

被

害

は

な

か

っ

た

。

竿

詳
細
な
被
害
状
況
の
確
認

E

ゃ
欝
の
衷
閃
業
な
ど
を
障

急
い
で
い
る
が
、
こ
の
区
間

を
運
行
す
る
全
て
の
列
車
竿
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9
月
に
先
端
半
導
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